
　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
特
科
の
入
学
が
六
月

か
ら
十
一
月
に
な
っ
た
。
六
月
の
時
点
で
の
他
県
を
ま
た
い
で
の
移
動
が
制

限
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
も
緩
和
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
無
事
十
人
の
特

科
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
有
り
難
い
こ
と
で
あ
る
。

　

特
科
生
に
対
し
て
、
学
院
生
と
し
て
の
作
法
な
ど
の
細
か
い
動
き
は
、
本

科
生
が
親
切
に
実
意
に
指
導
し
て
く
れ
、
有
り
難
い
こ
と
で
あ
る
。
特
科
生

も
本
科
生
の
行
き
届
い
た
心
配
り
に
感
心
し
、
感
謝
し
て
い
た
。
学
院
修
行

の
成
果
と
し
て
、
こ
う
し
た
親
切
心
が
育
ち
、
心
配
り
が
よ
く
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
こ
う
い
う
心
が
育
っ
て
い
る
こ
と
は
有

り
難
い
こ
と
で
あ
る
。

　

学
院
修
行
で
大
切
な
こ
と
は
、
神
様
が
有
り
難
く
な
る
こ
と
と
、
人
を
助

け
る
気
持
ち
が
強
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
う
面
で
の
修
行
の
成
果
は

出
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
生
活
の
あ
り
方
、
修
行
の
仕
方

な
ど
、
学
院
生
同
士
で
も
意
見
の
違
い
は
あ
る
よ
う
だ
が
、
意
見
の
違
い
を

認
め
合
い
な
が
ら
、
心
を
磨
く
た
め
の
よ
り
良
い
あ
り
方
を
求
め
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

　

こ
の
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
他
宗
教

研
修
や
在
籍
外
教
会
実
習
、
選
択
別
研
修
な
ど
、
院
外
で
の
研
修
の
実
施
が

困
難
に
な
り
、
学
院
内
で
実
施
で
き
る
内
容
を
中
心
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
変
更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
学
院
修
行
の
多
様
性
が
な

く
な
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
学
院
修
行
の
基
本
は
、
日
々
、
金
光
様
の
御

取
次
を
頂
い
て
、
本
部
広
前
と
学
院
広
前
へ
の
参
拝
・
御
祈
念
と
各
授
業
の

受
講
で
あ
る
の
で
、
そ
の
基
本
が
よ
り
充
実
し
た
と
言
え
な
く
も
な
い
。
極

端
に
言
え
ば
、
そ
れ
ら
参
拝
・
御
祈
念
と
授
業
、
並
び
に
洒
掃
や
寮
生
活
で

の
学
院
修
行
が
十
全
に
進
め
ら
れ
る
だ
け
で
、
学
院
修
行
は
十
分
だ
と
思
っ

て
い
る
。
却
っ
て
、
門
外
不
出
の
行
を
さ
れ
た
教
祖
様
の
修
行
に
近
い
修
行

に
な
っ
た
と
さ
え
思
う
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
学
院
修
行
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
、
悪
い
影
響
を
与
え
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
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五
月
十
五
日
の
入
学
以
来
、
夏
期
在
籍
教
会

実
習
を
経
て
、
早
く
も
、
七
か
月
が
経
ち
ま
し

た
。
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
が
拡
大
し
、
例
年
と
は
違
う
状
況
の
中

で
す
が
、
こ
こ
ま
で
学
院
生
、
職
員
一
同
、
健

康
の
お
か
げ
を
蒙
り
、
修
行
を
進
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
も
、
共
々
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
を
祈
念
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

学
院
で
は
、
前
期
前
半
と
同
様
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
特
に
、
夏
期
在
籍
教
会
実
習
か
ら
の
帰

院
時
や
、
特
科
生
の
入
学
後
の
二
週
間
は
、
特

別
な
対
策
を
行
う
な
ど
、
学
院
生
の
安
全
を
守

る
対
策
を
講
じ
、
こ
の
度
、
冬
期
在
籍
教
会
実

習
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
も
踏
ま
え
て
、
八
月
に
改

め
て
計
画
を
し
た
前
期
後
半
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
、
こ
こ
ま
で
予
定
通
り
に
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
吉
備
路
方
面
へ
の
院
外
研
修
や
直
信
教
会

参
拝
も
、
先
方
の
ご
協
力
も
得
て
、
三
密
を
避

け
る
な
ど
の
万
全
な
対
策
の
も
と
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

特
科
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
六
月
実
施
の
予
定

が
延
期
と
な
り
ま
し
た
が
、
十
一
月
五
日
に
男

子
七
名
、
女
子
三
名
、
合
計
十
名
が
入
学
を
し
、

先
日
十
二
月
七
日
に
全
員
揃
っ
て
卒
業
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
秋
も
深
ま
っ
て
の

入
学
と
な
り
、寒
さ
対
策
が
必
要
と
な
る
な
ど
、

は
じ
め
て
の
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
万

事
に
ご
都
合
お
繰
り
合
わ
せ
を
頂
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
本
科
と
特
科
が
同
じ

く
ら
い
の
人
数
と
な
り
ま
し
た
が
、
共
に
修
行

を
進
め
、年
齢
差
や
社
会
経
験
の
差
を
超
え
て
、

互
い
に
認
め
合
い
、
祈
り
合
い
、
学
び
合
う
一

か
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
日
程
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
例
年
、
後
期
は
実
習
を
中
心
と
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
お
り
ま
す
が
、
他
宗

教
研
修
、
選
択
別
研
修
、
在
籍
外
教
会
実
習
に

つ
き
ま
し
て
は
、
屋
内
で
不
特
定
多
数
の
方
々

と
接
す
る
こ
と
が
避
け
難
く
、
現
状
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
踏
ま
え
、
受
け
入

れ
先
の
皆
様
や
、
学
院
生
や
職
員
の
安
全
確
保

は
勿
論
、
金
光
町
内
の
皆
様
、
教
内
関
係
各
位

に
も
、
様
々
な
影
響
が
及
ぶ
事
態
と
も
な
り
か

ね
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
今
年
度
は
、
実
施
を
取

り
や
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
何
卒
ご
理
解

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
変

更
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
各
講
師
が
工
夫
を

凝
ら
し
た
取
り
組
み
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
い
う
ご
時
節
だ
か
ら
こ
そ
、
じ
っ
く
り
と

腰
を
据
え
、
学
行
・
信
行
の
両
面
か
ら
教
祖
様

の
ご
信
心
に
学
ば
せ
て
い
た
だ
く
機
会
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う

し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
二
月
の
初
旬
に
第
三
回
定

期
考
査
を
実
施
し
、
そ
の
後
、
二
月
六
日
を
後

期
の
開
始
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

尚
、冬
期
在
籍
教
会
実
習
に
つ
き
ま
し
て
は
、

例
年
、
十
二
月
二
十
九
日
に
帰
院
を
し
、
年
末

年
始
は
、
年
頭
御
用
奉
仕
に
あ
た
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
学
院
生
は
、

御
用
に
当
た
ら
ず
、
一
月
四
日
に
帰
院
式
を
執

り
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
了
解
く

だ
さ
い
。

　

例
年
に
比
べ
、変
更
が
生
じ
ま
し
た
が
、日
々

の
学
院
修
行
の
根
幹
に
、
変
わ
り
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
学
院
生
一
人
ひ
と
り
、
卒
業
ま
で
の

日
々
、
身
上
安
全
、
修
行
成
就
の
お
か
げ
を
蒙

り
ま
す
よ
う
、
引
き
続
き
ご
祈
念
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
ま
で
を
振
り
返
っ
て

学
院
次
長

　坂
口

　光
正

聖蹟巡拝（ご生家）

聖蹟巡拝（才崎教会）
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■
聖
蹟
巡
拝（
吉
備
路
・
ご
生
家
・
寂
光
院
方
面
）

　

本
科
生
は
九
月
十
九
日
に
吉
備
路
方
面
に
赴

き
、
直
信
教
会
で
あ
る
才
崎
教
会
、
教
祖
様

四
十
二
歳
の
事
蹟
に
関
わ
る
西
大
寺
観
音
院
・

吉
備
津
神
社
、
さ
ら
に
、
本
教
と
同
じ
く
幕
末

期
に
開
か
れ
た
黒
住
教
の
本
部
を
訪
れ
た
。
才

崎
教
会
で
は
教
会
長
か
ら
「
み
き
の
信
心
」
等

の
教
話
を
頂
い
た
。
ま
た
、
吉
備
津
神
社
で
は

正
式
参
拝
の
後
、
鳴
釜
神
事
を
仕
え
て
い
た
だ

い
た
。

　

十
一
月
十
二
日
に
は
本
科
生
・
特
科
生
合
同

で
教
祖
様
の
ご
生
家
に
参
拝
し
た
。
往
路
で

は
、
早
馬
神
社
、
荒
神
社
、
森
田
八
右
衛
門
の

墓
地
な
ど
を
巡
っ
て
ご
生
家
ま
で
歩
き
、
ご
当

主
・
香
取
航
師
か
ら
教
祖
様
に
ま
つ
わ
る
話
を

伺
っ
た
。
ま
た
、
教
祖
様
直
筆
の
神
名
書
付
、

天
地
書
附
な
ど
貴
重
な
品
々
を
拝
見
し
た
。
復

路
で
は
、
教
祖
様
実
父
で
あ
る
十
平
様
が
幼
少

の
教
祖
様
を
背
負
っ
て
参
っ
た
と
さ
れ
る
泉
勝

院
へ
参
拝
し
、
住
職
の
法
話
を
拝
聴
し
た
。
ま

た
占
見
村
の
氏
神
で
あ
る
大
宮
神
社
へ
も
参
拝

し
た
。

　

さ
ら
に
、
十
一
月
十
六
日
に
は
大
谷
村
の
檀

那
寺
で
あ
る
寂
光
院
、
氏
神
で
あ
る
賀
茂
八
幡

神
社
へ
参
拝
し
た
。
寂
光
院
で
は
、法
要
の
後
、

住
職
の
法
話
を
拝
聴
し
、
そ
の
後
、
一
人
ひ
と

り
、
川
手
家
先
祖
、
養
父
母
の
御
位
牌
に
焼
香

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

■
秋
季
霊
祭
・
生
神
金
光
大
神
大
祭

　

本
部
広
前
の
ご
比
礼
を
受
け
、
学
院
広
前
に

お
い
て
、
九
月
二
十
九
日
に
秋
季
霊
祭
、
十
月

二
十
三
日
に
生
神
金
光
大
神
大
祭
が
執
り
行
わ

れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
祭
典
は
、
神
様
と
、
学
院
霊
舎
に

祀
ら
れ
る
物
故
職
員
と
学
院
生
を
合
わ
せ
て

二
百
二
十
四
柱
の
霊
神
様
の
お
働
き
を
受
け
、

こ
こ
ま
で
の
学
院
修
行
を
進
め
ら
れ
て
き
た
こ

と
へ
の
お
礼
と
真
心
を
現
す
祭
典
と
し
て
奉
仕

さ
れ
る
。

　

祭
典
に
臨
む
に
あ
た
り
、
祭
員
は
、
少
し
で

も
神
様
、
霊
神
様
が
お
喜
び
下
さ
る
祭
典
を
仕

え
ら
れ
る
よ
う
に
一
ヶ
月
ほ
ど
習
礼
に
取
り
組

み
、
実
意
丁
寧
に
祭
典
を
仕
え
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
さ
ら
に
、
祭
詞
起
草
員
は
起
草
・
浄
書
、

調
饌
・
祭
事
係
は
神
饌
物
、
紙
垂
の
調
饌
と
祭

具
の
調
整
、
楽
人
は
奏
楽
、
舞
人
は
吉
備
舞
等
、

初
め
て
の
御
用
に
戸
惑
う
者
も
い
た
が
、
学
院

生
全
員
で
御
用
を
分
担
し
、
今
日
ま
で
の
お
礼

を
お
供
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

複
数
の
御
用
を
兼
ね
る
者
も
多
く
、
ど
こ
ま

で
尽
く
せ
ば
神
様
、
霊
神
様
へ
の
真
心
と
な
る

の
か
を
求
め
、
実
意
丁
寧
に
取
り
組
み
続
け
る

中
で
、そ
れ
ぞ
れ
得
る
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

御
用
を
通
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
生
神
金
光
大
神

様
、
諸
霊
神
様
へ
の
思
い
を
新
た
に
す
る
機
会

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
ま
で
の
歩
み

こ
こ
ま
で
の
歩
み

吉備津神社

黒住教本部

泉勝院寂光院

生神金光大神大祭（吉備舞奉納）
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■
文
化
活
動
合
同
茶
会

　

十
一
月
十
一
日
、
学
院
広
前
に
お
い
て
、
文

化
活
動
の
合
同
茶
会
を
執
り
行
っ
た
。
合
同
茶

会
は
、
六
月
か
ら
始
ま
っ
た
文
化
活
動
を
終
え

る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
習
得
し
て
き
た
成
果

を
発
表
し
、
ほ
か
の
文
化
活
動
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
願
い
と
し
て
い
る
。
今
年
度

は
特
科
生
も
参
加
し
た
。

　

書
道
は
希
望
者
も
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
切

に
す
る
言
葉
を
色
紙
に
書
し
た
も
の
を
展
示
し

た
。
華
道
は
、
直
前
に
生
け
た
作
品
を
並
べ
、

会
場
を
華
や
か
に
彩
っ
た
。典
楽
の
奏
楽
で
は
、

様
々
な
楽
器
が
揃
い
、美
し
い
音
色
が
響
い
た
。

吉
備
舞
で
は
、
更
に
観
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
た
。
茶
道
は
献
茶
の
後
、
実
際
に
お

点
前
を
し
た
。お
菓
子
と
お
抹
茶
を
い
た
だ
き
、

お
抹
茶
の
良
い
香
り
と
和
や
か
な
雰
囲
気
に
、

美
味
し
さ
も
嬉
し
さ
も
一
入
で
あ
っ
た
。

■
創
設
記
念
日
記
念
行
事

　

明
治
二
十
七
年
十
一
月
二
十
九
日
に
神
道
金

光
教
会
学
問
所
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で

百
二
十
六
年
に
な
る
。今
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
特
科
入
学
の

時
期
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
特
科
生

も
共
に
創
設
記
念
日
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

お
日
柄
で
あ
る
当
日
、
朝
参
拝
の
折
に
、
学

院
長
が
教
主
金
光
様
へ
お
届
け
し
、
午
前
八

時
よ
り
学
院
広
前
に
お
い
て
、
創
設
記
念
式
を

行
っ
た
。
引
き
続
き
、
記
念
行
事
と
し
て
、
笠

岡
教
会
、
芸
備
教
会
、
六
条
院
教
会
に
参
拝
し
、

各
教
会
で
は
、
ご
祈
念
の
後
、
教
会
長
よ
り
、

初
代
に
ま
つ
わ
る
教
話
を
拝
聴
し
た
。

　

道
中
に
は
、
教
祖
様
が
厄
晴
れ
祈
願
に
参
拝

さ
れ
、
ま
た
、
教
団
設
立
を
願
っ
て
佐
藤
範
雄

師
が
訪
れ
た
沼
名
前
神
社
に
も
参
拝
し
た
。

　

本
科
生
、
特
科
生
共
に
、
教
祖
様
が
足
を
運

ん
だ
場
所
を
訪
ね
、
直
信
が
道
開
き
に
尽
力
さ

れ
た
お
土
地
の
上
を
踏
み
し
め
、
時
代
を
超
え

て
教
祖
様
や
直
信
諸
師
に
思
い
を
馳
せ
る
一
日

と
な
っ
た
。

■
修
徳
殿
入
殿

　

本
部
広
前
の
修
行
生
と
し
て
の
自
覚
を
深

め
、
教
主
金
光
様
の
御
取
次
を
頂
く
こ
と
の
意

義
を
再
確
認
す
る
。
そ
の
こ
と
を
通
し
て
、
お

道
の
教
師
に
お
引
き
立
て
を
願
う
者
と
し
て
の

自
覚
が
深
ま
る
こ
と
を
願
い
と
し
、
入
殿
を
実

施
し
て
い
る
。

　

第
一
回（
九
月
）は
、「
教
師
志
願
の
理
由
や
、

在
籍
教
会
・
各
家
庭
の
信
心
の
歩
み
を
も
と
に
、

現
在
、
ど
の
よ
う
な
信
心
の
流
れ
の
中
に
い
る

の
か
を
確
認
す
る
」、
第
二
回
（
十
二
月
）
は
、

「
前
期
に
学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に
、
本
教
の
信

心
生
活
に
つ
い
て
求
め
合
う
」
と
い
う
願
い
の

も
と
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。
ま
た
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
特
科
生
も
卒
業
間
近
の
十
二
月
に
入

殿
を
実
施
し
た
。

　

輔
導
、
副
輔
導
の
教
導
を
頂
き
、
ま
た
修
徳

殿
と
い
う
場
の
は
た
ら
き
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

に
、
こ
こ
ま
で
の
学
院
修
行
を
振
り
返
り
、
こ

こ
か
ら
の
課
題
等
を
確
認
で
き
た
。

９
月	

１	

帰
院
式

	

２	

第
三
回　

求
道
の
日

	

４	

教
話
実
習
①

	

５
・
８	

修
徳
殿
障
子
張
り

	

12	

池
掃
除

	

16	

特
科
入
学
考
査

	

16
・
17	

第
一
回　

本
科
修
徳
殿
入
殿

	

19	

聖
蹟
巡
拝(

吉
備
路)

	

29	

学
院
・
秋
季
霊
祭

10
月	

２
～
11	

生
神
金
光
大
神
大
祭
御
用
奉
仕

	

19	

教
学
研
究
所
見
学

	

23	

学
院
・
生
神
金
光
大
神
大
祭

11
月	

１	

第
四
回　

求
道
の
日

	

２	

第
二
回　

部
屋
替
え

	

４	

特
科
入
寮
式

	

５	

特
科
入
学
式

	

７	

聖
蹟
巡
拝（
特
科
・
木
綿
崎
山
周
辺
）

	

11	

第
二
十
二
回
文
化
活
動
合
同
茶
会

	

12	

聖
蹟
巡
拝
（
ご
生
家
方
面
）

	

16	

聖
蹟
巡
拝
（
寂
光
院
方
面
）

	

21
・
24	

特
科
教
話
実
習

	

24
～
26	

第
二
回　

定
期
考
査

	

27	

学
院
長
寮
内
巡
回

	

29	

創
設
記
念
式
・
直
信
教
会
参
拝

	

30	

第
二
信
心
レ
ポ
ー
ト
懇
談

12
月	

１	

第
五
回　

求
道
の
日

	

４
・
５	

特
科
修
徳
殿
入
殿

	

７	

特
科
卒
業
証
書
授
与
式

	

７
・
８	

第
二
回　

本
科
修
徳
殿
入
殿

	

10
～
14	

布
教
功
労
者
報
徳
祭
御
用
奉
仕

	

16
～
1
／
4	

冬
期
在
籍
教
会
実
習

文化活動合同茶会

直信教会参拝（芸備教会  神徳書院）

（
冬
期
在
籍
教
会
実
習
ま
で
）

日
程
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今
年
度
の
特
科
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
、
日
程
が
変
更
さ
れ
た
が
、

十
一
月
五
日
に
入
学
が
叶
い
、十
名（
男
子
七
名
、

女
子
三
名
）が
、十
二
月
七
日
ま
で
の
一
か
月
間

に
及
ぶ
学
院
修
行
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

学
行
で
は
、
教
典
ゼ
ミ
・
祭
式
・
祭
詞
等
な

ど
を
受
講
し
、
信
行
で
は
本
科
生
の
班
に
加

わ
っ
て
、
参
拝
、
洒
掃
、
炊
事
等
を
行
じ
、
奉
仕

の
お
役
に
も
当
た
っ
た
。
ま
た
、
木
綿
崎
山
方

面
、
ご
生
家
方
面
、
寂
光
院
方
面
の
聖
蹟
巡
拝

に
加
え
、
創
設
記
念
式
や
記
念
行
事
に
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
意
欲
を

も
っ
て
修
行
に
取
り
組
み
、教
師
と
し
て
の
基
礎

的
素
養
を
習
得
し
、
こ
こ
か
ら
御
用
に
立
た
せ

て
い
た
だ
く
心
構
え
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
半
年
前
に
入
学
を
し
た
本
科
生
と
互

い
に
磨
き
合
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
大
変

あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
の
御
用

成
就
を
祈
念
す
る
。

「
調
饌
」の
御
用
を
通
し
て

�

岡
山
県
・
二
之
樋
教
会

�

松
本　

信
夫

　

私
が
、
入
学
前
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
た
の

は
、「
調
饌
」
で
す
。
子
ど
も
の
頃
、
本
部
へ

参
拝
し
た
時
、
野
菜
・
果
物
な
ど
が
美
し
く
お

供
え
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
感
動
し
た
こ
と

を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。

　

在
籍
教
会
の
大
祭
の
調
饌
で
は
、テ
ー
プ
や
つ

ま
よ
う
じ
を
使
わ
な
い
と
う
ま
く
仕
上
が
り
ま

せ
ん
。一
緒
に
御
用
す
る
総
代
さ
ん
と
、「
あ
い
す

ま
ん
こ
と
じ
ゃ
が
許
し
て
い
た
だ
こ
う
」と
言
い

な
が
ら
献
饌
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
私
の
学
院
入
学
が
決
ま
っ
た
時
、
総
代

さ
ん
に
「
先
生
、
調
饌
を
勉
強
し
て
き
て
下
さ

い
よ
」
と
言
わ
れ
て
、
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
学
中
、
学
院
広
前
で
は
果
物
、
本
部
広
前

で
は
野
菜
と
、
二
回
の
調
饌
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

在
籍
教
会
で
は
、
信
者
さ
ん
の
目
を
意
識
し

て
、
見
映
え
を
よ
く
す
る
た
め
、
野
菜
・
果
物

は
ぎ
っ
し
り
隙
間
な
く
重
ね
て
調
饌
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
先
生
方
か
ら
は
、「
調
饌
は
神

様
に
真
心
を
受
け
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
何
よ

り
大
切
だ
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
何
事
も
神

様
に
心
を
向
け
て
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大

切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
盛
り
方
も
、

と
な
り
同
士
の
く
っ
つ
き
の
強
度
・
空
間
（
す

き
ま
）
を
工
夫
し
な
が
ら
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
で

な
く
釣
鐘
型
に
す
る
こ
と
な
ど
も
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

教
会
で
も
総
代
さ
ん
達
と
、
教
え
て
い
た
だ

い
た「
調
饌
」に
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

と
て
も
有
意
義
で
あ
り
が
た
い
時
間
で
し
た
。

実
意
丁
寧
の
修
行

�

東
京
都
・
町
田
教
会

�

川
越　

未
来
子

　

今
年
度
の
特
科
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
で
、
六
月
入
学
か
ら
十
一
月
入
学
と

な
っ
た
た
め
、
蒸
し
暑
い
空
気
で
は
な
く
、
秋

の
さ
わ
や
か
な
風
を
感
じ
な
が
ら
学
院
の
門
を

く
ぐ
り
ま
し
た
。
何
も
か
も
初
め
て
の
こ
と
ば

か
り
で
、
右
往
左
往
し
な
が
ら
修
行
は
始
ま
り

ま
し
た
。学
院
で
は
学
行
、参
拝
、
洒
掃
と
一
日

が
息
つ
く
暇
も
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
過
ぎ
て
い
き

ま
す
。
夜
に
は
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
て
、
足
も
動

か
な
く
な
る
程
で
す
。
そ
ん
な
ハ
ー
ド
な
修
行

の
中
、
色
々
な
事
に
気
付
か
さ
れ
た
り
、
考
え

さ
せ
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。
中
で
も
一
日
中
あ

ら
ゆ
る
場
所
で
行
わ
れ
る
作
法
と
洒
掃
の
丁
寧

さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
に
意
味

が
あ
り
、
自
分
の
普
段
の
生
活
の
雑
さ
を
反
省

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
実
意
丁
寧
は
信
心
の
上
で

も
大
切
な
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
卒
業
し
て
か

ら
も
、
学
院
在
学
中
と
同
じ
と
ま
で
は
い
か
な

い
ま
で
も
、
大
切
な
こ
と
と
し
て
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
他
に
も
調
饌
、
祭
詞
、
祭
式

な
ど
教
会
に
戻
っ
て
す
ぐ
に
実
践
さ
せ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
多
く
学
び
ま
し
た
。
学
院
で
吸

収
し
た
も
の
を
、
こ
こ
か
ら
の
御
用
に
し
っ
か

り
と
生
か
し
、
神
様
に
お
使
い
い
た
だ
け
る
教

師
に
な
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

特科生卒業特科生卒業

特科調饌実習

特科聖蹟巡拝（木綿崎山）

特科教話実習
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円
満
の
秘
訣

千
葉
県
・
松
戸
教
会

鈴
木　

一も
と

監あ
き

　

今
年
の
学
院
本
科
生
は
、
十
三
名
と
、
例
年

と
比
較
し
て
少
な
く
、
さ
ら
に
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
金
光
町
外
へ
の
外
出

が
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
人
間
関
係
が
濃
密
に
な
り
、
息
苦
し
く
な

い
か
と
い
う
心
配
の
声
も
頂
き
ま
す
。し
か
し
、

今
日
ま
で
、
お
か
げ
を
頂
い
て
大
き
な
問
題
も

な
く
、
と
て
も
仲
が
良
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
、
私
た
ち
の
取
り
組
み
と
、
神
様

の
お
働
き
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組

み
と
は
、「
あ
り
が
と
う
」
と
言
葉
に
す
る
こ

と
で
す
。
食
堂
で
手
伝
っ
た
り
、
洒
掃
用
具
を

取
っ
て
あ
げ
た
り
、
プ
リ
ン
ト
を
渡
し
た
り
、

本
当
に
小
さ
な
事
で
も
「
あ
り
が
と
う
」
と
皆

が
言
う
の
で
、
学
院
生
活
の
中
は
、
あ
り
が
と

う
と
い
う
言
葉
で
溢
れ
て
い
ま
す
。「
あ
り
が

と
う
」
と
言
わ
れ
て
嫌
な
人
は
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
私
た
ち
の
仲
の
良
さ
は
、
言
う
人
も
言

わ
れ
る
人
も
心
が
和
ら
ぐ
こ
の「
あ
り
が
と
う
」

の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

自
主
信
行
日
に
は
、
町
外
に
出
か
け
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
皆
で
工
夫
し
て
、
共
励

会
や
運
動
会
な
ど
の
自
主
活
動
に
取
り
組
み
、

円
満
で
充
実
し
た
学
院
修
行
を
進
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
残
り
半
年
、
仲
が
良
く
て
起
こ
っ

て
く
る
問
題
、
ま
た
、
仲
が
良
い
た
め
に
何
も

起
こ
ら
な
い
と
い
う
問
題
等
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
全
て
神
様
の
お
差
し
向
け
と
し
て
、

修
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
時
節
を
頂
い
て鳥

取
県
・
米
子
教
会

河
合　

今
日
子

　

こ
こ
ま
で
の
学
院
生
活
を
振
り
返
っ
て
、
私

は
今
年
、
学
院
に
入
学
さ
せ
て
い
た
だ
け
て
本

当
に
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
入
学
も

ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
で
し
た
が
、
予

定
通
り
無
事
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
優
し

く
て
素
敵
な
同
期
生
や
先
生
方
に
出
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
学
院
で
も
い

ろ
い
ろ
な
制
限
が
あ
り
、
出
来
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
学
院
生
は
す

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
御
用
を
さ
せ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
な

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
本
科
生
が
十
三
人
で
、
近
年

の
中
で
一
番
少
な
い
人
数
で
す
。
人
数
が
少
な

い
か
ら
こ
そ
、
一
人
ひ
と
り
と
濃
く
関
わ
る
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
と
こ
ろ
を
た
く

さ
ん
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

学
院
に
入
学
し
て
か
ら
、
神
様
を
感
じ
、
あ

り
が
た
い
と
思
え
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
学
院
生
活
も
あ
っ
と
い
う
間
に
残

り
半
分
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
金
光

様
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
先
生
方
、
同
期
生

の
神
様
に
対
す
る
姿
勢
や
信
心
の
在
り
方
を
見

習
い
、
毎
日
あ
り
が
た
く
、
楽
し
く
、
喜
ん
で

修
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

学
院
生
の

学
院
生
の

声声

自主活動（運動会）

求道の日（金乃神道）

本科修徳殿入殿（第一回）直信教会参拝（笠岡教会）
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